
２０２３年１０月１６日 

 

渋谷ヒカリエにて「ヒカリエデッキ 壁面アートプロジェクト」極並佑氏による第５弾作品が、本日公開！ 

 

東急株式会社 

 

本日、２０２３年１０月１６日(月)、渋谷ヒカリエ ヒカリエデッキ（以下、ヒカリエデッキ）にて「ヒカリエデッキ 壁面アートプロジ

ェクト」第５弾作品が公開されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ヒカリエデッキ 壁面アートプロジェクト」はヒカリエデッキ４階の中間地点にて、渋谷ヒカリエ側の大規模な外壁を使用し、年

に数作品、さまざまなアーティストの作品を公開するプロジェクトです。 

再開発が進む渋谷の真ん中、東急文化会館のＤＮＡを継ぐ渋谷ヒカリエで、アートを通じ、「公共空間の中にも、自由な個人の

表現が生かされる場をつくりたい」という思いをもってスタートしました。 

プロジェクトの第５弾は極並佑氏による新作を、高さ３．３ｍ×横１０ｍの大きさで公開します。規定サイズにはない極端なワイ

ドスクリーンは、極並氏にとって刺激的な挑戦となりました。本作品は、巨大サイズでの表現を第一に、同比率の縮小パネルで

の原画制作を行い、画面を構成するすべての要素はこのサイズ感を意識しました。 

極並氏は来年２０２４年１月に渋谷ヒカリエ８階 ８／ＣＵＢＥにて個展を開催いたします。本作品の原画も展示予定です。 

 

ヒカリエデッキは渋谷ヒカリエの北側、東京メトロ銀座線線路の上部に位置する全長約１９０メートルの歩行者デッキで、「生

活文化の情報発信・活動拠点」、「まちに開かれた憩いの場」となることを目指し、２０２１年７月１５日にオープンしました。 

 

本プロジェクトでは、今後も継続的にさまざまなアーティストによるアート展開を実施していきます。 

渋谷駅直結のパブリックスペースで生まれたアートプロジェクト「ヒカリエデッキ 壁面アートプロジェクト」にご注目ください。 

 

■極並佑氏からのメッセージ 

 

 

 

 

 

 

このようなオープンスペースでの展示、何よりこのサイズでの展開は自身にとって大

きな経験と財産になりました。そしてこれがポップカルチャー、ストリートの中心ともい

えるこの渋谷での発表ということに特別なものを感じています。 

ほんの一コマをスナップ写真の様に切りとったこの壁画は、いつもの絵画作品とはま

た違った印象をよりＰＯＰに与えてくれています。いくつかのコンセプトが込められて

はいますが、まずはこの大きさと共に色や柄、グラフィティ、巨大な人物像を視覚の

まま楽しんでいただけたらと思います。 



「ヒカリエデッキ 壁面アートプロジェクト」第５弾 概要                                                     

・公開日程：２０２３年１０月１６日（月）～２０２４年３月末まで（予定） 

・公開場所：渋谷ヒカリエ ヒカリエデッキ４階 

・公開作品：極並佑「トーキョーダイブ」 

 

＜極並佑氏プロフィール＞ 

極並佑  Ｙｕ ＫＩＷＡＮＡＭＩ 

 

１９８５ 京都府生まれ 

２００７ 京都芸術大学芸術学部美術工芸学科洋画コース卒業 

２００９ 京都芸術大学大学院芸術研究科修士課程芸術表現専攻修了 

 

主な個展 

２００９ 「－ｍｏｄｅｒｎ ｔｉｍｅｓ－」立体ギャラリー射手座（京都） 

ＮＯＤＡ ＣＯＮＴＥＭＰＯＲＡＲＹ（名古屋） 

２０１１ 「彷徨うシンデレラ」イムラアートギャラリー（京都） 

「Ｒｅｆｌｅｃｔｉｏｎ Ｃｉｔｙ」ＪＲ 大阪三越伊勢丹６Ｆ アート解放区（大阪） 

２０１２ 「Ｒｅ ｒｅｌｉｖｅ」新宿髙島屋１０階美術画廊（東京） 

２０１３ 「Ａｐｐｅｔｉｔｅ ｆｏｒ ｐａｉｎｔｉｎｇ」イムラアートギャラリー（京都） 

「ＷＯＲＫＳ ｆｒｏｍ“Ａｐｐｅｔｉｔｅ ｆｏｒ ｐａｉｎｔｉｎｇ”」イムラアートギャラリー（東京） 

２０１５ 「ＬＯＶＥ ＲＵＬＥ」新宿髙島屋１０ 階美術画廊（東京） 

２０１８ 「ＲＯＭＡＮＣＥ ＰＯＰ」新宿髙島屋１０階美術画廊（東京） 

２０２０ 「Ｏｄｄ ＮＩＧＨＴ」イムラアートギャラリー（京都） 

２０２１ 「東京ミッドナイト Ｔｏｋｙｏ Ｍｉｄｎｉｇｈｔ」ＥＬＳＡ ＧＡＬＬＥＲＹ 雲清藝術（台北） 

２０２２ 「ＨＥＬＬＯ ＭＹ ＰＯＰＳ ＨＥＲＯ」新宿髙島屋（東京） 

 

主なグループ展 

２００５ ｢第１８回美浜美術展｣福井県立美術館（福井） 

２００８ ｢京展｣京都市美術館（京都） 

｢木村克朗ゼミ展｣海岸通ギャラリーＣＡＳＯ（大阪） 

｢第２１回美浜美術展｣福井県立美術館（福井） 

｢シェル美術賞展」代官山ヒルサイドフォーラム（東京）、京都市美術館別館（京都） 

｢京都美術ビエンナーレ｣京都文化博物館（京都） 

２００９ ｢混沌から躍り出る星たち２００９｣スパイラルガーデン（東京） 

２０１０ 「PAINTING IN QUESTION」ギャラリー１６（京都） 

２０１１ ｢GROUP SHOW｣イムラアートギャラリー（東京） 

２０１２ 「極並佑・黒宮菜菜・三好彩 展」渋谷ヒカリエ８/CUBE１，２，３ 

２０１３ 「タカシマヤのばらアートセッション出品作家作品展」新宿髙島屋（東京） 

「３３３１ ART COLLECTOR FAIR」３３３１ Ａｒｔｓ Ｃｈｉｙｏｄａ １F メインギャラリー(東京） 

２０２２ 「高島屋史料館×高島屋美術部 アートの新時代２０２２」髙島屋大阪店(大阪） 

「高島屋史料館×高島屋美術部 アートのチカラ２０２２」髙島屋大阪店(大阪） 

 



＜渋谷ヒカリエでの個展情報＞ 

会期：２０２４年１月２３日（火）～３０日（火） 

会場：渋谷ヒカリエ８階 ８／CUBE 

本日公開する壁面アートの原画も展示予定。 

 

ヒカリエデッキ                                                                        

ヒカリエデッキは、渋谷ヒカリエの３階および４階に面し、宮益坂と並行して整備された歩行者デッキです。将来的には渋谷駅

東西をつなぐ歩行者動線「スカイウェイ」の一部として２０２１年７月１５日に先行してオープンしました。歩行者デッキとしての使

用に限らず、キッチンカーの出店やイベントスペースとしての活用、大規模な壁面を使用したアート展開やムービングライトに

よる光と音の演出より賑わいを創出しています。加えて、季節を感じられる植栽やベンチなどを整備し、まちに開かれた憩いの

場としてもご利用いただいています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


